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▼今回の表紙は、滋賀レイクスターズ
によるバスケット授業のようす。練習
の最後には、ジョシュ選手の華麗なダ
ンクシュートで児童らの拍手と歓声が
沸き起こりました。▼特集は、獣害対
策についてです。獣害は、全国的に問
題になっていて新聞やテレビで目撃す
る機会も増えたように思います。人馴
れしてきた動物は、住宅地に下りてき
て事故を起こすこともあり、被害は農
作物だけにとどまりません。地域みん
なで対策しましょう。（広報担当Ｓ）

　

近
江
の
最
高
峰
で
聖
な
る
山
「
伊
吹

山
」
山
頂
か
ら
真
西
を
望
む
と
奥
琵
琶
湖

に
浮
か
ぶ
聖
な
る
島
「
竹
生
島
」
が
、
そ

の
延
長
上
に
は
５
世
紀
代
に
築
造
さ
れ
た

県
下
最
大
級
の
大
型
円
墳
「
王
塚
古
墳
」、

奈
良
時
代
の
都
市
遺
跡
「
日
置
前
遺
跡
」、

そ
し
て
日
本
で
２
例
目
の
仏
教
彩
色
壁
画

が
出
土
し
た
「
日
置
前
廃
寺
」
が
真
東
西

に
一
直
線
に
つ
な
が
っ
て
存
在
し
て
い
ま

す
。

　

春
分
・
秋
分
の
日
に
は
太
陽
は
真
東
か

ら
昇
り
真
西
に
沈
み
ま
す
。
こ
の
時
期
に

日
置
前
の
遺
跡
群
に
立
つ
と
伊
吹
山
頂
か

ら
太
陽
が
昇
り
、夕
方
に
は
「
日
を
置
く
」

と
書
く
当
地
で
太
陽
が
沈
み
ま
す
。
太
陽

の
昇
る
山
が
聖
山
と
い
う
意
識
、
日
奉
信

仰
・
迎
日
信
仰
は
古
墳
時
代
に
は
か
な
り

浸
透
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
日

置
前
が
太
陽
を
招
く
（
ま
ね
き
よ
せ
る
）

太
陽
信
仰
の
聖
地
で
は
な
か
っ
た
か
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

王
塚
古
墳
な
ど
の
大
型
の
古
墳
に
葬
ら

れ
て
い
る
首
長
（
集
団
の
王
）
は
、
そ
の

集
団
の
最
高
神
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
首

長
＝
神
は
、
太
陽
神
と
穀こ

く
れ
い
じ
ん

霊
神
の
両
神
性

を
か
ね
あ
わ
せ
て
お
り
、
毎
年
太
陽
の
力

が
最
も
弱
ま
り
、
穀
物
（
主
に
籾
）
が
越

冬
す
る
冬
至
に
は
、
こ
の
神
の
生
命
も
ま

た
衰
弱
す
る
と
考
え
ら
れ
、
盛
大
に
生
命

＝
霊
の
復
活
儀
礼
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
本
当
に
首
長
が
死
ん
で
し
ま
っ
た

時
に
は
、
首
長
＝
神
の
一
生
一
代
一
度
き

り
の
首
長
霊
の
継
承
が
古
墳
の
上
で
行
わ

れ
る
の
で
す
。
こ
の
儀
式
は
今
日
で
い
う

大
嘗
祭
で
あ
り
、
古
墳
と
は
死
し
た
首
長

と
新
し
い
首
長
が
そ
の
神
霊
を
継
承
す
る

儀
式
の
場
だ
っ
た
の
で
す
。
太
陽
霊
を
継

ぐ
の
で
、
今
で
も
棺
の
こ
と
を
ひ
つ
ぎ
＝

日
継
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
王
塚
古
墳
は
こ

の
儀
式
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
場
所
に
築
造

さ
れ
た
古
墳
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
化
財
課
）

太
陽
信
仰
の
聖
地
に
造
ら
れ
た

日
置
前
の
遺
跡


